
 
 
 
 

 

第
七
十
四
回 

特
攻
平
和
観
音
年
次
法
要
の
ご
案
内 

 

今
年
も
暑
さ
厳
し
き
夏
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
御
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
昭
和
十
九
年
に
特
攻
作
戦
が
開
始
さ
れ
て
八
十
一
年
の
年
で
す
。 

私
達
は
、
大
東
亜
戦
争
末
期 

比
島
・
沖
縄
等
に
お
い
て
特
攻
作
戦
が
遂
行
さ
れ
、
多
く
の
若
き

勇
士
が
祖
国
の
為
、
空
に
海
に
陸
に
命
を
捧
げ
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

回
を
重
ね
る
こ
と
七
十
四
回
目
の
特
攻
平
和
観
音
年
次
法
要
の
日
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。 

今
年
も
由
緒
あ
る
駒
繋
神
社
と
の
神
仏
習
合
で
左
記
の
通
り
年
次
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。 

ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。 
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一 

日 
 

時 
 

令
和
七
年
九
月
二
十
三
日
（
火
）
秋
分
の
日 

午
後
二
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 

場 
 

所 
 

世
田
谷
山
観
音
寺
境
内
・
特
攻
観
音
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〒
一
五
四-

○
○
○
二 

東
京
都
世
田
谷
区
下
馬
四―

九―

四 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

             
  

 
 

電 

話 

〇
三
（
三
四
一
○
）
八
八
一
一 

 

一 

交
通
手
段 

① 

東
急
田
園
都
市
線
三
軒
茶
屋
駅
南
口
Ａ
６
番
乗
場
（
黒
06
系
統
）
目
黒
駅
行

き
バ
ス
乗
車
・
世
田
谷
観
音
バ
ス
停
に
て
下
車
・
裏
門
前 

 
 
 
 
 
 
 

② 

ＪＲ
目
黒
駅
西
口
（
権
之
助
坂
入
り
口
）
２
番
乗
場
「
三
軒
茶
屋
駅
行
き
」
に

乗
車･

世
田
谷
観
音
バ
ス
停
に
て
下
車
・
裏
門
前 

一 

そ 

の 

他  

◎ 

年
次
法
要
に
参
列
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
に 

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

◎ 

お
布
施
は
、
お
一
人
様
三
、
○
○
○
円
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
直
会
は
行
い
ま
せ
ん
。 

◎ 

参
列
さ
れ
な
い
方
も
、
お
布
施
を
い
た
だ
い
た
方
は
ご
芳
名
を
添
え
て
奉
納
い

た 

し
ま
す
。 

 

令
和
七
年
八
月
吉
日 

 
 世

田
谷
山
観
音
寺 

 

住 

職 
 

太 
 

田 
 

恵 

淳 

 

公
益
財
団
法
人 

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 
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